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 A1. Motor Direc�on * CCW

 Programming Code  Standard
 Features Descrip�on

モーターの回転方向を変更できます。
* F / B / RA2. Opera�on Mode

スロットル信号を�つのパターンに切り替えます：F/B =前進/ブレーキ　F/B/R =前進/ブレーキ/バック　F/R =前進/バック。
A3. Rev.Delay * one way

バックを使用する際、ニュートラル状態からバックに入るスロットル操作方法を変更します。OneWayの場合�回、TwoWayの場合は�回　バック操作を行うと、反応します。

A4. BEC Voltage * 6.0V

A5. Cutoff Volt  (V/S) * Auto.V

電圧出力を変更します。数値を上げるとパワーやサーボパフォーマンスが向上しますが、電子部品に負荷が係るので、注意して使用してください。

A6. Thermal Protec�on * 105deg

バッテリー保護の為、設定の電圧までバッテリー電圧が下がると、Lipoカット機能が作動し、スロットル出力が制限されます。設定値が高いほどバッテリーには安全ですが、
高く設定しすぎると、電圧降下しやすい状況ではLipoカット機能が作動しやすくなります。

ESCの温度が設定値に達した場合、動作が停止します。ESC保護の為に不可欠な項目なので、設定値を上げる際は十分注意してください。

B1. Thro�le Response  *0.1ms

 Programming Code  Standard
 Features Descrip�on

スロットルの反応スピードを調整します。数値を上げるとレスポンスは上がりますが、低グリップ路面では、上げすぎると空転量が増えコントロールが難しくなります。
 *8.0KHzB2. PWM Drive Freq

スロットル周波数を調整します。数値を上げると、マイルドなスロットルフィーリングとなり、下げるとアグレッシブなフィーリングになります。路面とマシンのトータルグリップが
低いほど、高い設定値が適しています。
B3. Start Power *5.0%

スロットル初期パワーを調整します。路面グリップの高い路面で、数値を上げると、蹴り出しが強くなり、マシンを前に出しやすくなります。

B4. Smooth Start Rate *5.0%

B5. Smooth Start Range *20%

スロットルオン時のタイヤの空転量を調整します。数値を上げるにつれて空転量は減り、路面を捉えやすくなります。

 B6. Neutral Range  *5.0%

Smooth Start Rateが効くスロットルの範囲を調整します

スロットル ニュートラル→オン時のタイムラグを調整します。数値を下げる程リニアに反応しますが、初心者の方は数値を少し上げたほうが、マシンの挙動が穏やかになります。
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C1. Start Brake Power  *10%

 Programming Code  Standard
 Features Descrip�on

ブレーキを使用した際の、初期の効きを調整します。数値を高くするにつれて、ブレーキが初期から強く効くようになります ※数値はDragブレーキと同じ、もしくはそれ以上に
設定してください。

 *100% C2. Max. Brake Power

ブレーキの最大値を調整します。
 C3. Brake Response  *0.1MS

ブレーキが効くスピードを調整します。数値を下げることで、素早くブレーキを効かせる事ができます。

 C4. Drag Brake *10%

 C5.Ini�al Brake Power  *1.0ms

スロットルをニュートラルに戻したとき時に効くブレーキ量を調整します。ブーストやターボ値が高い場合は、この数値を上げるとコントロール性能が向上します。

 C6. PWM Brake Freq  *2.0KHz

Drag Brakeの効き初めの強さを調整します。数値を高くすることで、アクセルオフ時に初期からDragBrakeが強く効きます。

ブレーキの周波数を調整します。数値を高く設定することで、マイルドにブレーキが効くようになります。低グリップ路面で数値が低いとリヤタイヤのロックタイミングは早まり、
滑りやすいので、高く設定することを勧めます。
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C7. Auto Brake  *OFF

 実車でのエンジンブレーキに似た効果があります。
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 D1. Boost Timing  *0 deg

 Programming Code  Standard
 Features Descrip�on

モーター進角の可変量を変更しパワーを調整します。数値を上げる程、パワーは上がりますが、モーターやアンプの温度も上昇しやすくなるので、注意して調整してください。

 *Thro�le D2. Ac�va�on Mode

Boost  の入り方を、スロットル開度で調整するか、モーター回転数で調整するかを選択します。
 D3. Thro�le BST.Control  *50%

Boost  の入るタイミングをスロットル開度に応じて調整します。��％と選択したら、スロットル開度��％にしたところから、Boostが動作します。

 D4. RPM BST.Control  *18.0 KR/min

 D5. Ini�al Boost *1.0 deg

Boost  の入るタイミングを、モーターの回転数に応じて調整します。����rpmと選択したら、モーターの回転数が����rpmに達したところから、Boostが動作します。

 D6. Boost Inc.RPM  *1.0 deg

設定した Boost 値の初期からの効きを調整します。数値が高いほど、初期からBoostが強く効きますが、ホイルスピンを誘発しやすくなるので、低グリップ路面では
数値を上げすぎると、コントロールが困難になります。

Boost の上がり方を調整します。数値が高いほど、急激にBoostが立ち上がり、マシンの蹴り出しが強くなります。

 D7. Boost Dec.RPM 1.0 deg

アクセルオフ時のBoostの落ち込み方を調整します。数値が高いほど、Boostの落ち込みが早く、素早く減速コントロールできます。

 E1. Turbo Timing  *35 deg

 Programming Code  Standard
 Features Descrip�on

フルスロットルでのモーター進角を調整し、ピークパワーを調整します

 *64 deg E2. Turbo + Slope Inc

Turboの上がり方を調整します。数値が高いほど、急激にTurboが立ち上がり、コーナー中にメリハリのある動きを出せます。
 E3. Turbo - Slope Dec  *64 deg

Turboが入るタイミングを変更します。数値が低い程、Turboの入るタイミングが早まります。

 E4. Turbo Delay  *0%

 E5. Delay Engage  *OFF

アクセルオフ時の Turbo の落ち込み方を調整します。数値が高いほど、Turboの落ち込みが早く、ドリフトの振り出し後のマシン制御がしやすくなります。

Turboが再度動作する方式を変更します。OFFにするとTurbo動作後、ニュートラルに戻してから再度スロットルを全開にするとTurboが動作し、ONにするとニュートラル
まで戻さなくてもTurboが動作します。
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